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１．組織の概要

①事業所および代表者

事業所名 石川プレス工業株式会社

代表者 代表取締役　石川真司

設立 １９５５年１１月

資本金 ３０，０００千円

決算期 年１回　３月

従業員（藤枝工場） ４８名（２０２３年３月時点）

売上高（全体） １，６５６百万円（２０２３年３月）

　　　（藤枝工場） １，１４３百万円（２０２３年３月）

②所在地

本社工場 静岡県静岡市駿河区西大谷１－１

（段階的認証） 敷地面積：４，４７６．１４㎡ 建物面積：１，９１４，７０㎡

藤枝工場 静岡県藤枝市横内８００の２６（藤枝工業団地内）

敷地面積：５，１１７，００㎡ 建物面積：２，１００．００㎡

④事業内容

家電部品製造（冷蔵庫、エアコン部品のプレス加工、組立加工）

自動車部品製造（プレス加工・溶接（本社工場））

上記加工に使用する金型製造

⑤対象範囲

組織の対象範囲 石川プレス工業株式会社　藤枝工場

事業活動の対象範囲 冷蔵庫・エアコン用電機部品・自動車部品の製造

⑥環境管理責任者および連絡先

環境管理責任者 取締役工場長　深谷尚丈

連絡先 TEL：０５４ー６４３－１８６９

FAX：０５４－６４３－１８８２

メールアドレス　fukaya @ kind.ocn.ne.jp
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２．環境経営方針

石川プレス工業株式会社は、全ての事業活動を通じ
全社員が環境保全に努め、環境負荷の継続的削減に
取り組んでいきます。

１．環境に配慮した製品生産を推進する

２．電力使用削減に努めCO2排出量削減をする

３．節水に努め水使用量を削減する

４．廃棄物削減、分別処理、リサイクル、リユースを推進する

５．グリーン購入を推進する

６．環境関連法規制に遵守する

７．環境経営目標、環境活動計画を策定して実行する

制定日　２０２１年１１月１５日
改定日　２０２２年　７月　１日
石川プレス工業株式会社

代表取締役 石川真司

基本方針

環境経営方針
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３．実施体制

①実施体制図

②役割・責任および権限

代表者 代表取締役　　石川真司 環境方針の作成、管理管理責任者の任命

資源（人員・設備・費用等）の準備。

代表者による全体評価と見直し、

環境活動レポートの承認。

環境管理責任者 取締役工場長　深谷尚丈 代表者に代わり、環境経営システムを

構築・運用・システムの実績を代表者に

報告。内部・外部からの苦情などの受付

と必要な対応。結果の記録、環境活動レ

ポートの作成。

EA21事務局 総務管理課　　深谷倫子 環境関連文書及び記録の素案作成・管理。

環境管理責任者の補佐（全体計画・教育）

システム上の事務管理

圧造２課　　岩ケ谷隼也 部門の計画立案、作業教育の実施

EA21担当 組立課　　　石橋一樹 EA21取組実施状況確認・記録・事務局

品質保証課　小玉利明 への提出。

従業員 全社員 環境方針、環境目標、環境活動への取組
の遂行。環境関連法規の遵守。

責任・権限担当者役割

圧造部門

EA21担当

岩ケ谷隼也
・圧造1課

・圧造2課

１８名

組立部門

EA21担当

石橋一樹

・組立課

２０名

業務部門

EA21担当

小玉利明

・生産管理課

・品質保証課

・総務管理課

１０名

代表者 代表取締役 石川真司

環境管理責任者 取締役工場長 深谷尚丈

EA21事務局 深谷倫子

環境会議

（月１回 / 担当者）

本社工場

2026年4月

認証予定
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４．環境への負荷状況

環境への負荷 単位

基準期間
2020年10月
～2021年9月

2021年度
2021年4月
～2022年3月

2022年度
2022年4月
～2023年3月

温室効果ガス排出量 二酸化炭素 電力 kg-CO₂ 155,720 156,748 222,824

※ 化石燃料 kg-CO₂ 59,181 56,122 53,477

二酸化炭素計 kg-CO₂ 214,902 212,870 276,301

産廃物排出量および 一般産廃物 可燃ごみ t 6.41 6.46 13.68

産廃物最終処分量 ビニール類 t 0.00 0.00 0.00

ダンボール t 0.00 0.00 0.00

古紙 t 0.00 0.00 0.00

一般廃棄物計 t 6.41 6.46 13.68

産業廃棄物 スクラップ t 450.57 390.31 385.68

廃プラスチック t 4.27 5.54 6.70

木材 t 0.00 0.00 0.00

廃油 t 0.18 0.00 0.00

産業廃棄物計 t 455.02 395.85 392.38

水使用量 上水 ㎥ 607 473 473

物質使用量 資源使用量 t 3,989 3,649 4,014

循環資源使用量 t 0 0 0

循環的利用物質等 利用された物質量 t 0 0 0

総製品生産量または 製品生産等 t 3,538 3,258 3,628

総商品販売量 容器包装使用量 t 0 0 0

※1 環境省HP「Ｒ３年 電気事業者別排出係数」より

中部電力ミライズ㈱　調整後排出係数　０．３７９（kg⁻CO₂ / ｋＷＨ）
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５．環境経営目標と活動実績（製品・二酸化炭素・廃棄物・水使用量・その他）
活動期間（2022年4月1日～2023年3月31日）

（活動期間中売上高：1,143.9百万円）
環境経営目標項目 推進部門単位 基準値 目標 環境経営目標値と実績値

活動期間 実績 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
2020年10月～ 4月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～3月

2021年9月

製品サービスへの環境配慮
工程内不良の削減 製品 目標 -15.00% -20.00% -25.00% -30.00% -35.00%

0.12% 0.11% 0.10% 0.10% 0.09%

実績 98.6% 127.4%

不具合発生率 0.14% 0.12% 0.14%

二酸化炭素排出量削減 全体 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

（省エネルギー） kg-CO₂/百万円 244.03 241.54 239.05 236.56 234.07

※１，※２ ％ 100 実績 101.4% 100.0%

kg-CO₂/百万円 249.01 247.37 241.54

kg-CO₂ 214,902 212,870 276,301

電力消費量削減 全体 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

kWh/百万円 469.27 464.48 459.69 454.90 450.12

％ 100 実績 102.4% 110.7%

kWh/百万円 478.85 480.62 513.95

kWh 410,872 413,584 587,927

ガソリン使用量削減 全体 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

ℓ/百万円 1.13 1.11 1.10 1.09 1.08

％ 100 実績 96.5% 101.3%

ℓ/百万円 1.15 1.09 1.13

ℓ 987.60 933.76 1290.48

軽油使用量削減 業務 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

ℓ/百万円 14.21 14.07 13.92 13.78 13.63

％ 100 実績 103.9% 78.5%

ℓ/百万円 14.50 14.76 11.04

ℓ 12,649 12,705 12,627

LPガス使用量削減 全体 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

kg/百万円 8.36 8.27 8.19 8.10 8.02

％ 100 実績 98.1% 63.1%

kg/百万円 8.53 8.20 5.22

kg 7,521 7,059 5,969

※灯油完全不使用となったため、指標から除外した。

廃棄物排出量削減
一般廃棄物削減 全体 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

kg/百万円 7.20 7.13 7.05 6.98 6.91

％ 100 実績 104.2% 167.5%

kg/百万円 7.35 7.51 11.94

kg 6,409.00 6,460.00 13,659.50

産業廃棄物削減 全体 ％ 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

kg/百万円 507.74 502.56 497.38 492.20 487.02

％ 100 実績 90.6% 68.3%

kg/百万円 518.10 460.02 343.01

kg 455,024 395,855 392,380

水使用量削減（節水）

水使用量削減 全体 目標 -2.00% -3.00% -4.00% -5.00% -6.00%

594.4 588.3 582.2 576.2 570.1

実績 79.6% 80.3%

㎡ 606.5 473.0 472.5

グリーン購入推進

事務用品の 業務 目標 グリーン購入を優先する

グリーン購入 購入数 0 実績 7 54

その他

環境意識向上 全体 目標 藤枝市もったいない運動参加
環境活動募金 円 5,088 実績 4,611 5,779

※１　二酸化炭素排出係数　中部電力ミライズ㈱係数　0.379（kg-CO₂/kWh）
※２　二酸化炭素排出量は生産高（売上高）に比例するため目標値および
　　　実績値表示は売上高（百万円）で割った数値とする。

 ５



６．環境経営計画書

責任者 担当者 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

自社製品の環境配慮

工程内不良の削減 不適合品発生理由教育 品質会議の強化 品質課長 各部門長

不適合品廃棄量削減 品質改善活動 品質課長 各部門長

不適合材料の再検討 顧客と利用可能検討 品質課長 各部門長

梱包資材の再利用化 品質影響無きよう再使用 各部門長 全員

二酸化炭素排出量削減

電力使用量の削減 休憩中の機械設備電源オフ 全員に周知 事務局 全員

照明をこまめに電源オフ 全員に周知 事務局 全員

間引き照明 全員に周知 事務局 各部門長

照明器具のLED化 順次変更 事務局 各部門長

デマンド監視装置の確認 最大需要電力の低減 事務局 各部門長

中部電力節電プログラム参加 冬季節電プログラム参加 事務局 各部門長

エアコン温度設定 夏25度、冬20度設定 事務局 全員

エアコンフィルターの清掃 年2回フィルター清掃 各部門長 各部門長

化石燃料 ガソリン エコドライブに努める アイドリングストップ 事務局 全員

の削減 藤枝市統一ノーカーデイ参加 社有車無使用日の設定 事務局 全員

軽油 納品の効率化 積載量を効率化 生管課長 全員

LPG アイドリングストップ こまめにエンジンストップ 事務局 全員

LPGフォークリフト削減 バッテリ式へ切替促進 事務局 各部門長

廃棄物量削減

一般ゴミの削減 裏紙コピーの利用 裏紙回収ルール作成 事務局 全員

データ化推進 書類のPDF化 事務局 業務部

封筒の再利用 再使用化ルール 事務局 業務部

産業廃棄物の削減 廃木材の削減 材料梱包木材の返却 各部門長 全員

作業手袋の効率仕様 廃却限度教育 各部門長 全員

出荷量に合わせた材料購入 ムダな材料削減 担当者 担当者

材料サイズの最適化 材料歩留まり改善 各部門長 各部門長

水使用量の削減

水使用量の削減 手洗い・台所使用時節水 節水ラベルの設置 事務局 全員

水道蛇口閉め忘れ確認 節水ラベルの設置 事務局 全員

グリーン購入への取組

エコ製品購入 事務用消耗品のエコ商品購入 購入リスト作成し変更 事務局 業務部

その他

環境意識向上 環境教育 会議・朝礼等にて 各部門長 全員

社会貢献 藤枝市もったいない運動参加 自販機利用の募金活動 事務局 業務部

手段活動計画内容
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７．環境活動の取組結果とその評価

取組項目 単位 目標 実績値 取組結果 評価 問題点と次年度取組内容

製品サ―ビスへの環境配慮

工程内不良の削減 0.11% 0.14% 夏期繁忙期に発生率上昇した。 金型不具合起因による問題が多発。

％ 100.0% 127.4% 下期からは低減を実現している。 メンテナンスや監視を強化する。

二酸化炭素廃排出量削減　※

全体 kg-CO²/百万円 241.54 241.54 電力・ガソリンの目標未達。 電力・ガソリンの目標未達となった。

％ 100.0% 100.0%

電力 kWh/百万円 464.48 513.95 節電への取組をしたが、在庫積み 回転在庫を意識した在庫管理の実施、

% 100.0% 110.7% 増しによる電力量増加が影響した。 節電意識の向上をはかる。

ガソリン ℓ/百万円 1.11 1.13 顧客打合せ機会が増加し、車両利用 低燃費車両への乗換改善を予定。

% 100.0% 101.3% 頻度が上昇。

軽油 ℓ/百万円 14.07 11.04 積載効率を上げた輸送取組の実施 継続した取組を実施する。

% 100.0% 78.5% により目標達成。

LPG kg/百万円 8.27 5.22 バッテリフォークリフト導入 入替車両の増加を計画する。

% 100.0% 63.1% 停車時エンジンストップ

※灯油完全不使用となったため、指標から除外

廃棄物排出量の削減

一般廃棄物 kg/百万円 7.13 11.94 生産活動量増加に伴い一般廃棄物 ペーパーレス会議の実施

％ 100.0% 167.5% も増加となった。 印刷枚数の減少

産業廃棄物 kg/百万円 502.56 343.01 材料歩留まり改善によりスクラップ 継続した品質管理活動の実施と

％ 100.0% 68.3% 量が減少した 顧客と材料歩留まり検討を実施

水使用量の削減

水使用量 ㎥ 588.31 472.50 節水ラベルによる意識向上 生産時間増加による手洗い・トイレ

％ 100.0% 80.3% 使用時間が増加

グリーン購入推進

事務用品の グリーン購入の推進 更に推進する

グリーン購入 件 7 54

その他

環境意識向上 藤枝市もったいない運動の参加 次年度も継続して活動実施する

環境寄付金 配慮する 配慮した

評価凡例　「◎」目標大幅達成　「○」目標達成　「△」目標未達だが基準より改善　「×」目標未達
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績
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工程内不良率
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実施状況（製品・サービスへの環境配慮）

実施状況（二酸化炭素排出量削減/電気使用量削減）

実施状況（二酸化炭素排出量削減/化石燃料排出量削減）

実施状況（廃棄物削減・その他）

品質不適合の教育サンプルを作成 品質会議の強化（現地確認）

間引き照明 設備照明のLED化

バッテリフォークリフト導入

遮熱塗料塗布し空調効果上昇

ペーパーレス会議用モニタ設置 藤枝市環境優良認定 災害時飲料提供ベンダー自販機設置

品質パトロールの実施

高効率給湯器へ入替え 高効率輸送の実現
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認、及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

１．環境関連法等の順守状況
　当社に適用された環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日 2023年3月31日
評価者 環境管理責任者　深谷尚丈

義務 環境関連法規等の名称 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応 遵守状況

廃棄物処理法 ・産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守と保管施設の表示 ○

・産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

・運搬又は処分を委託する 処理業者と契約書の締結

　場合の処理基準の遵守

・マニフェストの交付、保管 A票、5年間保管

Ｂ２・Ｄ・E票の5年間保管

・マニフェスト交付状況の 6月30日までに報告書提出

　知事報告

・管理票写しの送付が無い時の 運搬又は処分業者からのE・Ｄ票の

　適切な措置の実施 期間内返却

騒音規制法 ・規制基準の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） ○

・特定施設の届出 プレス10台・コンプレッサー1台 ○

・特定施設の変更等の届出 届出内容の変更なし ○

振動規制法 ・規制基準の遵守 騒音の測定（市及び自主検査） ○

・特定施設の届出 プレス10台 ○

・特定施設の変更等の届出 届出内容の変更なし ○

浄化槽法 ・設置・変更の届出 浄化槽１基 ○

・浄化槽の保守点検及び清掃 保守点検年6回・清掃年2回 ○

・浄化槽の使用開始報告書 使用開始から30日以内に県知事届出 ○

・指定検査機関による水質検査 法定検査の実施　年1回 ○

消防法 ・消防用設備等の点検及び報告 消火施設の定期点検 ○

・消防署の立入検査 立入検査の受入れと実施 該当なし

フロン排出抑制法 ・第一種特定機器の簡易点検 業務用エアコン・スポットクーラー

コンプレッサー　3ヵ月に1回以上

・第一種特定製品の引渡し義務 フロン回収業者へのフロン類引渡し

簡易点検記録の引渡し

家電リサイクル法 ・適切業者への引渡し エアコン・冷蔵庫・洗濯機・テレビ 該当なし

・リサイクル料金の支払い 該当なし

・マニフェスト控え受領 該当なし

自動車リサイクル法 ・登録業者への引渡し 廃車時 該当なし

・リサイクル料金の支払い 該当なし

努力 環境基本法 ・自主努力義務・行政への協力 エコアクション２１の取組 ○

地球温暖化対策推進法 ・自主努力義務・行政への協力 エコアクション２１の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 ・廃棄時の３Ｒ及び適正処理 廃棄物の分別 ○

リサイクル法 ・再資源化製品のリサイクル パソコン廃棄時 該当なし

グリーン購入法 ・環境物品等に切替え 事務用品など ○

２．違反、訴訟等の有無
当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去3年間ありませんでした。

○

該当なし

○

○

○

○
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９．代表者による全体の評価と見直し 報告 作成

報告日：2023年5月22日
項目 確認（必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション21文書

2 環境経営目標及び目標達成状況 　　　目標未達項目が散見されている。
　　　見直す事。

3 環境経営計画及び取組み実施状況 　　　取組への浸透は進んできたが、
　　　結果が伴わなっていない。

4 環境関連法規要求一覧及び尊守状況 　　　現状維持に努めること。

5 外部コミニュケーション・対応記録 　　　現状維持に努めること。

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 　　　活動を活発に推進していくこと。

7 取引先、業界、関係行政機関、その他 　　　顧客の環境意識に合わせた活動を
の外部動向 　　　展開していくこと。

8 その他（　　　　　　　　　　　　）

全体評価・コメント（環境経営システムの有効性、環境への取組の適切性等）

全体意識向上となっており、環境経営システムの有効性は確認できた。
しかしながら目標未達も散見されており、目標再設定など見直しは必要。
二酸化炭素排出量全体目標は達成しつつも、エネルギー活用方法の変更に
より目標の見直し計画を立てる事。高騰するエネルギーコスト抑制のため
にも活動を更に推進していく必要がある。
不適合品発生は、廃棄物増加・エネルギーコストの無駄遣いとなる。
品質要求レベルの高い外観部品生産という側面もあるが、工程内不良率
増加も見られており、改善活動を更に推進し抑制に努めること。

2023年5月25日
石川プレス工業株式会社

代表取締役　石川真司
見直し項目 変更の 「有」の場合の指示事項等

必要性
1 環境経営方針

2 環境経営目標 実態に則した目標へ変更
すること。

3 環境経営計画・取り組み項目 社員へ周知徹底をすること。

4 実施体制

5 その他のシステム要素

6 その他（外部への対応）

①
見
直
し
関
連
情
報

②
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

深
谷

深
谷 倫

 １0


